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田名瀬英朋氏を派遣職員として雇用(平成 17年 4月 1日ー平成 18年 3月 31日)。
新井伸一事務掛長が医学研究科へ転出、深尾秀正事務主任が農学研究科等経理課用度掛か
ら事務掛長として着任(平成 17年 4月 1日)。
深見裕伸氏(カリフォルニア大サンディェゴ校スクリップス海洋研)を助手採用(平成 17
年 4月 1日)。
津島由紀子氏が退所(平成 18年 3月 31日)。
ロ 行事・来訪者
国立大学臨海臨湖実験所長会議(春季)(於お茶ノ水女子大学，東京)、久保田信助教授が出
席(平成 17年 5月 18日)。
瀬戸臨海実験所水族館創立 75周年記念で水族館無料開放{大人 426小人 229計 655名)
(平成 17年 6月 4日)。
平成 17年度博物館実習として北野裕子氏(奈良女子大学理学部生物科学科4回生)を受
入(平成 17年 6月 13日-6月 17日)。
第 71回近畿ブロック水族館飼育係研修会を開催(平成 17年 6月 14日)。
金田章裕副学長来所(平成 17年 6月 18日)。
大学院入試(平成 17年 8月 8日-8月 10日)。
平成 17年度博物館実習として浅井香奈絵氏(愛緩大学理学部生物地球圏科学科地球科学
系)を受入(平成 17年 9月 5日一9月 8日)。













































































































































































と進化" (17年 4月 6日)
or第 19回瀬戸海洋生物学セミナー」
話題提供:大塚攻(広島大学大学院附属瀬戸内圏フィーノレドセンター竹原ステーション・教
授) “動物プランクトンの寄生虫の生態". (17年 5月 14日)






ジェイムス・デピス・ライマー(海洋研究開発機構) “Reticulate Evolution in the Genus 
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